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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　陰圧閉鎖療法システム用のパージシステムにおいて、
　入口および出口を含む負圧源であって、
　前記入口は、第１の導管を介して創傷治療ドレッシングと流体連通するように構成され
ており；および
　前記出口は、第２の導管を介して創傷治療ドレッシングと流体連通するように構成され
ている、負圧源と；
　前記第２の導管に結合されたダイバータバルブであって、前記ダイバータバルブが第１
の位置にあるときに、流体が前記負圧源から大気へ流れることができるように構成されて
おり、および前記ダイバータバルブが第２の位置にあるときに、流体が前記負圧源から前
記第２の導管を通って創傷治療ドレッシングへ流れることができるように構成されている
、ダイバータバルブと
を含むことを特徴とする、システム。
【請求項２】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記ダイバータバルブは、前記ダイバータバルブ
が前記第１の位置にあるときに、流体が前記負圧源から前記第２の導管を通って創傷治療
ドレッシングへ流れないように構成されていることを特徴とする、システム。
【請求項３】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記ダイバータバルブは、前記ダイバータバルブ
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が前記第２の位置にあるときに、流体が前記負圧源から大気へ流れないように構成されて
いることを特徴とする、システム。
【請求項４】
　請求項１に記載のシステムにおいて、さらに、前記第２の導管の圧力を検出するように
構成された圧力センサーを含むことを特徴とする、システム。
【請求項５】
　請求項１に記載のシステムにおいて、さらに、前記第１および第２の導管と流体連通す
る溜め部を含むことを特徴とする、システム。
【請求項６】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記ダイバータバルブは圧電弁であることを特徴
とする、システム。
【請求項７】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記負圧源が真空ポンプを含むことを特徴とする
、システム。
【請求項８】
　請求項１に記載のシステムにおいて、さらに、点滴液を創傷治療ドレッシングに供給す
るように構成されたポンプを含むことを特徴とする、システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１１年４月２０日出願の米国仮特許出願第６１／４７７，４７２号の優
先権を主張し、その内容全体を本願明細書に援用する。
【０００２】
　本発明は、陰圧閉鎖療法システムをパージするシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　言及する欠点は包括的なものではないが、中でも、陰圧閉鎖療法（ＮＰＷＴ）システム
をパージするための既知の技術の有効性を損なう傾向がある。しかしながら、本明細書で
述べる内容は、当業界で見られる方法論は満足のいくものではなかったこと、および本開
示で説明されかつ特許請求される技術に対し、かなりのニーズが存在することを実証する
のに十分である。
【０００４】
　高度なＮＰＷＴ装置およびシステムは、複数の流路を使用して治療用の負圧をもたらし
、創傷からの生成物（液体および固体）を移送し、かつ、（一般に追加的なチューブルー
メンを介して）創傷部位付近に適用された負圧を監視する。このプロセスの最中、いくつ
かの問題に直面することがあり、これにより、治療が中断されたり、または正確さが損な
われたりし得る。
【０００５】
　例えば、高粘性流体、固形物、または創傷からの生成物が治療ラインに凝固することに
よって、治療ラインが閉塞され得る。この凝固は、漏れの少ない条件下において流れが制
限されると、滞在時間が長くなることによるものである。さらに、創傷液および／または
点滴液によって創傷感圧ラインが閉塞され得る。
【０００６】
　いくつかの高度なＮＰＷＴ製品における現行方式は、創傷感圧ラインを大気（ラインの
ポンプ／センサー端部付近）に周期的に通気させ、それにより創傷ドレッシングを真空に
することを可能にして、創傷に空気を一気に引き込み、それゆえ１つまたは複数の感知ル
ーメンにおける閉塞を除去しようとすることである。しかしながら、点滴療法がＮＰＷＴ
と併用される場合、創傷部位には真空がほとんどないかまたは全くないとし得る。さらに
、開業医は、創傷を点滴液でいっぱいにしすぎる傾向があり、そのため点滴液を創傷感圧
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ラインで上昇させることがあり、それにより、１つまたは複数の創傷感圧ルーメン内の点
滴液が除去されるまで、創傷圧力を正確に感知できない。創傷の圧力感知は、センサーと
創傷部位との間にはっきりとした空気の経路がある場合にのみ正確であり、および創傷の
圧力感知は、感知ラインに流体の塊があると低下する。
【発明の概要】
【０００７】
　上述の説明から、ＮＰＷＴシステムをパージするための効果的なシステムおよび方法に
対するニーズが存在することは明白である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　ＮＰＷＴシステムをパージするためのシステムおよび方法が提案される。開示の実施形
態の方法は、実質的に、説明のシステムの動作に関して、上述の機能を果たすのに必要な
ステップを含む。
【０００９】
　いくつかの実施形態は、陰圧閉鎖療法システムをパージするためのシステムを含む。特
定の実施形態では、システムは、入口および出口を含む負圧源を含んでもよく、入口は、
第１の導管を介して創傷治療ドレッシングと流体連通するように構成されており、かつ出
口は、第２の導管を介して創傷治療ドレッシングと流体連通するように構成されている。
特定の実施形態はまた、第２の導管に結合されたダイバータバルブを含んでもよく、ダイ
バータバルブは、ダイバータバルブが第１の位置にあるときに、流体が負圧源から大気へ
流れることができるように構成されており、およびダイバータバルブは、ダイバータバル
ブが第２の位置にあるときに、流体が負圧源から第２の導管を通って創傷治療ドレッシン
グへ流れることができるように構成されている。
【００１０】
　特定の実施形態では、ダイバータバルブは、ダイバータバルブが第１の位置にあるとき
に、流体が負圧源から第２の導管を通って創傷治療ドレッシングへ流れないように構成し
得る。特定の実施形態では、ダイバータバルブは、ダイバータバルブが第２の位置にある
ときに、流体が負圧源から大気へ流れないように構成し得る。いくつかの実施形態は、さ
らに、第２の導管の圧力を検出するように構成された圧力センサーを含み得る。特定の実
施形態はまた、第１および第２の導管と流体連通する溜め部を含み得る。
【００１１】
　特定の実施形態では、ダイバータバルブは圧電弁とし得る。特定の実施形態では、負圧
源は、真空ポンプを含み得る。いくつかの実施形態は、さらに、点滴液を創傷治療ドレッ
シングに供給するように構成されたポンプを含み得る。
【００１２】
　特定の実施形態は、陰圧閉鎖療法システムをパージする方法を含み得る。いくつかの実
施形態では、この方法は、創傷治療ドレッシングに結合された負圧源を作動させるステッ
プであって、負圧源が入口および出口を含み；入口は、第１の導管を介して創傷治療ドレ
ッシングと流体連通しており；出口は、第２の導管を介して創傷治療ドレッシングと流体
連通しており；第２の導管はダイバータバルブと流体連通しており；ダイバータバルブは
、ダイバータバルブが第１の位置にあるときに、流体が負圧源から大気へ流れることがで
きるように構成されており；およびダイバータは、ダイバータバルブが第２の位置にある
ときに、流体が負圧源から第２の導管を通って創傷治療ドレッシングへ流れることができ
るように構成されている、ステップを含み得る。いくつかの実施形態は、ダイバータバル
ブが第１の位置にある状態で、負圧源を作動させて創傷治療ドレッシングに負圧をもたら
すステップ；およびダイバータバルブを第１の位置から第２の位置へ操作するステップを
含む。
【００１３】
　特定の実施形態では、流体の流れは、ダイバータバルブが第２の位置にあるときに、第
１または第２の導管のいずれかから障害物をパージできる。いくつかの実施形態は、さら
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に、第１の圧力センサーを介して第１の導管の圧力を検出することを含み得る。特定の実
施形態は、さらに、第２の圧力センサーを介して第２の導管の圧力を検出することを含む
。いくつかの実施形態では、ダイバータバルブを第１の位置から第２の位置へ操作するこ
とは、第１または第２の圧力センサーの圧力が第１の予め定められた値に達すると、実行
され得る。特定の実施形態では、ダイバータバルブの操作は、電子制御回路によって自動
的に実行され得る。いくつかの実施形態では、ダイバータバルブは圧電弁を含み得る。
【００１４】
　特定の実施形態では、負圧源は、真空ポンプを含み得る。特定の実施形態は、ダイバー
タバルブを第２の位置から第１の位置へ戻すように操作することをさらに含み得る。いく
つかの実施形態は、さらに、ダイバータバルブを第１の位置と第２の位置との間で繰り返
し操作することを含む。
【００１５】
　特定の実施形態は、さらに、第１または第２の導管の圧力を検出することを含み、かつ
、ダイバータバルブを第２の位置から第１の位置へ戻すように操作することは、第１また
は第２の導管の圧力が第２の予め定められた値に達すると、実施される。
【００１６】
　２０。コンピュータでの実行時、コンピュータに、請求項９～１９に記載のステップを
含むオペレーションを実行させるコンピュータ可読コードを含む、有形的なコンピュータ
可読媒体。
【００１７】
　本開示の例示的な実施形態は、ＮＰＷＴシステムの負圧源の出口（例えば正圧側）に配
置された弁を含む。いくつかの実施形態では、弁は、流れを大気に運ぶか（例えば消音装
置を介して）、または流れの一部または全てを創傷感圧チャネルにそらすかのいずれかを
行うことができる。通常の陰圧療法の最中、弁は、排気位置に設定できる。閉塞が検出さ
れるまたは疑われるとき（すなわち点滴の最中）、システム内の負圧が軽減され、かつ負
圧源と併せて弁を使用して、空気を、創傷ドレッシングのコネクタ・パッドまで感知チャ
ネルを通り（それゆえ、感知ルーメンの閉塞を全てなくす）、そこから治療ラインおよび
キャニスター／溜め部を通って戻るように循環させることができる。
【００１８】
　例示的な実施形態では、システムに空気を追加せず、ドレッシングを加圧しない。感知
または治療チャネルで捕捉された物質または障害物は、最終的には溜め部に収集され、溜
め部は、流体／空気分離膜を組み込み得る。
【００１９】
　例示的な実施形態において使用される圧力レベルは、条件に依存して変動し得る。閉塞
は高レベルの圧力を必要とし得るが、点滴中に開放型の感知ラインを維持することには、
圧力をあまり必要としないとし得る。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、溜め部は、点滴サイクル中に大気に通気し（図示しない追加
的な弁を使用して）、創傷部位から点滴液を引き出さないようにし得る。負圧源（例えば
真空ポンプ）がポンプを通して大気を引き込み、かつ創傷感圧ラインを通してわずかな正
圧をもたらして、点滴液がラインに入らないようにすることができるように、出口弁を使
用し得る。
【００２１】
　複数の患者に使用する治療装置を使用するいくつかの実施形態では、複数の患者に使用
する負圧源を通して空気を再循環させるために、システムに微生物フィルターを組み込み
得る。あるいは、負圧源の排気を使用して分離ダイヤフラムを駆動し、濾過済みの環境発
生源（ａｍｂｉｅｎｔ　ｓｏｕｒｃｅ）から間接的に正圧を創傷ドレッシングにポンプで
送り込み得る。
【００２２】
　本開示の例示的な実施形態は、既存のシステムに優る多数の利点を含む。例えば、例示
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的な実施形態は、創傷部位に高圧を適用することなく、ならびに障害物を除去しようとす
るために高い負圧ポンプ源を使用することなく、流体ラインをきれいにするように構成さ
れる。さらに、例示的な実施形態は、点滴中、感圧ラインに流体が入る可能性を低下させ
るように構成される。最後に、例示的な実施形態は、空気再循環経路（例えば、ポンプの
排気口における可変弁）を調整し、ドレッシングに漏れがあるときに創傷の真空を維持す
るように構成される。
【００２３】
　他の特徴および関連の利点は、添付図面に関連した以下の特定の実施形態の詳細な説明
を参照して明らかとなる。
【００２４】
　用語「結合された」は、接続されたと定義されるが、必ずしも直接的ではなく、および
必ずしも機械的ではない。用語「１つの（ａおよびａｎ）」は、本開示で明白にそうでは
ないと記されていない限り、１つ以上と定義される。
【００２５】
　用語「実質的に」およびその変化形は、大部分ではあるが、必ずしも、当業者が理解す
るように特定される全体ではないと定義され、非限定的な一実施形態では、「実質的に」
は、特定される１０％以内、好ましくは５％以内、一層好ましくは１％以内、および最も
好ましくは０．５％以内の範囲を指す。
【００２６】
　用語「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）」（および含むの任意の形態、例えば「含む（ｃｏｍ
ｐｒｉｓｅｓ）」および「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」）、「有する」（および有す
るの任意の形態、例えば「有する（ｈａｓ）」および「有する（ｈａｖｉｎｇ）」）、「
含む（ｉｎｃｌｕｄｅ）」（および含むの任意の形態、例えば「含む（ｉｎｃｌｕｄｅｓ
）」および「含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」）、および「含む（ｃｏｎｔａｉｎ）」（お
よび含むの任意の形態、例えば「含む（ｃｏｎｔａｉｎｓ）」および「含む（ｃｏｎｔａ
ｉｎｉｎｇ）」）は、オープンエンドの連結動詞である。その結果、１つ以上のステップ
または要素を「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）」、「有する」、「含む（ｉｎｃｌｕｄｅｓ
）」、または「含む（ｃｏｎｔａｉｎｓ）」方法または装置は、それら１つ以上のステッ
プまたは要素を保有するが、それら１つ以上の要素のみを保有することに限定されない。
同様に、１つ以上の特徴を「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）」、「有する」、「含む（ｉｎ
ｃｌｕｄｅｓ）」、または「含む（ｃｏｎｔａｉｎｓ）」方法のステップまたは装置の要
素は、それらの１つ以上の特徴を保有するが、それら１つ以上の特徴のみを保有すること
に限定されない。さらに、ある方法で構成される装置または構造は、少なくともそのよう
に構成されるが、リストされていない方法で構成されてもよい。
【００２７】
　以下の図面は、本明細書の一部をなし、かつ本発明のいくつかの態様をさらに実証する
ために含まれる。本発明は、本明細書に示す特定の実施形態の詳細な説明と併せて、これ
らの図面の１つ以上を参照することにより、より理解され得る。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】図１は、第１の動作モードにある、ＮＰＷＴシステムをパージするシステムの一
実施形態を示す概略的なブロック図である。
【図２】図２は、第２の動作モードにある、図１の実施形態の概略的なブロック図である
。
【図３】図３は、ＮＰＷＴシステムをパージする方法の一実施形態で実施し得る一連のス
テップを示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　様々な特徴および好都合な詳細を、添付図面に示されかつ以下の説明で詳述される非限
定的な実施形態を参照してさらに十分に説明する。周知の出発材料、処理技術、構成要素
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、および器具の説明は、本発明の詳細を不必要に曖昧にするのを避けるために、省略する
。しかしながら、詳細な説明および具体例は、本発明の実施形態を示す一方、例示にすぎ
ず、および限定するものではないことを理解されたい。基本的な発明概念の趣旨および／
または範囲内にある様々な代用、修正、追加、および／または再配置は、本開示から当業
者に明白となる。
【００３０】
　以下の説明では、多数の具体的な詳細、例えばプログラミング、ソフトウェアモジュー
ル、ユーザの選択、ネットワーク取引、データベースクエリ、データベース構造、ハード
ウェアモジュール、ハードウェア回路、ハードウェアチップなどの例が提供され、本実施
形態の十分な理解をもたらす。しかしながら、当業者は、具体的な詳細の１つ以上がなく
ても、または他の方法、構成要素、材料などを用いても本発明を実施し得ることを認識し
ている。他の例では、本発明の態様を曖昧にしないために、周知の構造、材料、または作
業を示していないか、または詳細には説明していない。
【００３１】
　図１～２は、陰圧閉鎖療法システムをパージしかつ流体供給をもたらすシステム１００
の一実施形態を示す。図示の例示的な実施形態では、システム１００は、溜め部１１０と
、創傷１２２に結合された創傷ドレッシング１２０と、入口１３２および出口１３４を含
む負圧源１３０とを含む。この実施形態では、負圧源１３０は、第１の導管１３５を介し
て溜め部１１０および創傷ドレッシング１２０に結合され、かつ流体連通している。シス
テム１００の動作中、溜め部１１０を使用して創傷液を捕捉し得る。
【００３２】
　特定の例示的な実施形態では、負圧源１３０は、Ｖｏｒｔｉｓ（商標）のブランド名で
販売されているものを含む、ダイヤフラム真空ポンプ、圧電ポンプ、またはマイクロポン
プを含み得る。いくつかの実施形態では、システム１００はまた、負圧源１３０に結合さ
れたフィルターまたは消音器１３７を含み、負圧源１３０の作動音を低下させ得るおよび
／または負圧源１３０を出る空気を濾過し得る。
【００３３】
　いくつかの例示的な実施形態ではまた、流体流動装置（図示せず）を含んでもよく、例
えば蠕動性、遠心性、または他の好適なポンプを含み、創傷ドレッシング１２０に点滴液
をもたらす。他の例示的な実施形態では、流体流動装置は、創傷ドレッシング１２０に流
体を供給するポンプの代わりに（またはそれと併せて）重力送りシステムを含み得る。
【００３４】
　図１～２に示す例示的な実施形態はまた、第２の導管１６５を介して創傷ドレッシング
１２０に結合されかつ流体連通する圧力センサー１６０を含む。いくつかの実施形態では
、第２の導管１６５の部分は「感圧ライン」と呼ばれ、かつ第１の導管１３５の部分は「
治療ライン」と呼ばれ得る。
【００３５】
　開示の実施形態は、さらに、第１の位置から第２の位置へ操作するように構成されたダ
イバータバルブ１４０を含む。いくつかの実施形態では、ダイバータバルブ１４０は、圧
電弁または電磁弁を含み得る。特定の実施形態では、ダイバータバルブ１４０は、電子制
御回路を介して自動的に操作され得る。いくつかの実施形態では、バルブ１４０は、手動
操作型の弁としてもよく、およびシステム１００は、バルブ１４０の入力制御部を含み得
る。
【００３６】
　この例示的な実施形態では、ダイバータバルブ１４０は、ダイバータバルブ１４０が第
１の位置にあるときに、負圧源から大気へ流体が流れる（例えば空気が流れる）ことがで
きるように構成されている。さらに、ダイバータバルブ１４０は、ダイバータバルブが第
２の位置にあるときに、負圧源から創傷治療ドレッシングへ（第２の導管１６５を介して
）流体が流れる（例えば空気が流れる）ことができるように構成されている。いくつかの
実施形態では、ダイバータバルブ１４０は、完全な開放位置から完全な閉鎖位置まで、な
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らびに完全な開放位置と完全な閉鎖位置との間の部分開放中間位置の複数の位置に配置で
きる。
【００３７】
　特に図１を参照すると、矢印Ａ～Ｅは、ダイバータバルブ１４０が第１の位置にあって
負圧源１３０が起動されているときの流体の流れ（例えば空気および／または点滴液）の
方向を示す。この実施形態に示すように、流体は、創傷１２２から創傷ドレッシング１２
０を通って（矢印Ａで示す）、導管１３５（矢印Ｂ）に、そして溜め部１１０に流れ込む
。流体は、溜め部１１０から負圧源１３０の入口１３２に流れ込み（矢印Ｃで示す）、出
口１３４から出る（矢印Ｄで示す）。システムのこの点において、ダイバータバルブ１４
０は、流体の流れをフィルターまたは消音器１３７を通って大気に方向付ける（矢印Ｅ）
。ダイバータバルブ１４０が図１に示す位置にある場合、流体は、導管１６５および圧力
センサー１６０に流れ込まないようにされる。
【００３８】
　ここで特に図２を参照すると、矢印Ｂ～Ｇが、ダイバータバルブ１４０が第２の位置に
あって負圧源１３０が起動されているときの、流体の流れ（例えば空気および／または点
滴液）の方向を示す。図１に示す実施形態と同様に、流体は、創傷ドレッシング１２０か
ら導管１３５を通って（矢印Ｂで示す）、溜め部１１０に流れ込む。流体（例えば空気）
は、溜め部１１０から負圧源１３０の入口１３２に流れ込み（矢印Ｃで示す）、出口１３
４から出る（矢印Ｄで示す）。システムのこの点において、ダイバータバルブ１４０は、
図１に示す第１の位置から、図２に示す第２の位置に動かされている。第２の位置では、
ダイバータバルブ１４０は、流体の流れを導管１６５、圧力センサー１６０および溜め部
１１０へ方向付ける（矢印Ｆで示す）。この点から、流体の流れは創傷ドレッシング１２
０へ方向付けられる（矢印Ｇで示す）。流体の流れが創傷ドレッシング１２０に達すると
、創傷インサート１２０を通って導管１３５へ移動する（矢印Ｈで示す）。この段階で、
流体の流れは第１の導管１３５に入り（矢印Ｂで示す）、流体の流れのサイクルが繰り返
される。
【００３９】
　例示的な実施形態では、図２に示しかつ説明する流体の流れのサイクルは、所望の持続
期間継続され得る。創傷ドレッシング１２０、または導管１３５および１６５などの他の
構成要素は、ダイバータバルブ１４０を操作することから生じる流体の流れおよび／また
は圧力の変化により、障害物が除去され得る。例示的な実施形態では、システムの構成要
素から除去された障害物は溜め部１１０に収集され、システム１００を通る流体の流れに
はっきりとした経路をもたらし得る。いくつかの実施形態は、図１および図２に示すいく
つかの構成要素、例えば溜め部１１０または圧力センサー１６０を含まなくてもよいこと
が理解される。いくつかの実施形態では、負圧源１３０は、システム１００から除去され
た障害物を収集するように構成された内部溜め部を含み得る。
【００４０】
　いくつかの実施形態では、ダイバータバルブ１４０は、図１および図２に示す位置間で
往復して操作され、システム１００全体での流体の流れおよび／または圧力を周期的に変
化させ得る。いくつかの実施形態では、ダイバータバルブ１４０を中間位置に保持して、
低流量の空気が導管１６５を通るように維持し得る。
【００４１】
　システムが辿る概略的なフローチャートを、全体的に論理的なフローチャートとして説
明する。そのようなものとして、図示の順序、および符号を付したステップは、提示の方
法の一実施形態を示す。他のステップおよび方法は、１つ以上のステップ、またはそれら
の部分、図示の方法に対する機能、論理、または効果において等価であると考えられ得る
。さらに、用いられるフォーマットおよびシンボルは、方法の論理的なステップを説明す
るために提供され、かつ方法の範囲を制限するものではないと理解される。フローチャー
トにおいて様々な矢印のタイプおよび線のタイプを用いるが、対応する方法の範囲を制限
するものではないと理解される。実際、いくつかの矢印または他の接続は、方法の論理的
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な流れのみを示すために使用し得る。例えば、矢印は、図示の方法の列挙したステップ間
の特定されていない持続期間の待機または監視期間を示し得る。さらに、特定の方法が発
生する順序は、図示の対応するステップの順序を厳守してもしなくてもよい。
【００４２】
　図３は、陰圧閉鎖療法システムをパージする方法２００の一実施形態を示す。方法２０
０は、本開示による例示的なシステムのオペレーションが実行され得る一連のステップを
含む。いくつかの実施形態は、コンピュータ可読コードを含む有形的なコンピュータ可読
媒体を含んでもよく、コンピュータ可読コードは、コンピュータでの実行時、コンピュー
タに、図３に開示するステップのオペレーションを実行させる。
【００４３】
　ステップ２１０は、負圧源の出口に結合されたダイバータバルブを、流体の流れが負圧
源の出口から大気へ排気されるように位置決めすることを含む。この例示的な実施形態で
は、ステップ２２０は、陰圧閉鎖療法システムにおいて負圧源を起動して、創傷ドレッシ
ングに負圧を生じることを含む。ステップ２３０は、ダイバータバルブの位置を、負圧シ
ステムの排気口から創傷ドレッシングへ流体の流れを方向付けるように操作することを含
む。ステップ２４０は、流体の流れが陰圧閉鎖療法システムを再循環できるようにするこ
とを含む。ステップ２５０は、ダイバータバルブの位置を、流体を負圧源の排気口から創
傷ドレッシングへ方向付け、圧力センサーラインにあるいかなる閉塞もパージするように
操作することを含む。制御サイクルは、ステップ２３０では必要に応じて繰り返し、創傷
に所望の真空を維持する。
【００４４】
　本明細書で開示されかつ特許請求された方法の全ては、本開示を考慮して、過度に実験
することなく行いかつ実行し得る。好ましい実施形態に関してシステムおよび方法を説明
したが、当業者には、本発明の概念、趣旨および範囲から逸脱することなく、本明細書で
説明する方法に、および方法のステップまたは一連のステップに変形例を適用し得ること
が明白である。さらに、開示のシステムに修正を行ってもよいし、および同じまたは同様
の結果が得られる場合には本明細書で説明する構成要素に関して、構成要素を除外または
置換してもよい。例えば、負圧源の出口には、ダイバータバルブではなく、可逆性の流体
の流れをもたらすように構成された負圧源とともに、１つ以上の逆止弁を用いることもで
きる。
【００４５】
　当業者に明白なそのような同様の置換形態および修正形態は全て、添付の特許請求の範
囲によって規定された本発明の趣旨、範囲、および概念内にあるとみなされ得る。
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